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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　a) 第１から第ｎまでの補正前の階調値から第１から第ｎまでの補正後の階調値へのホ
ワイトバランス補正を行い前記第１から第ｎまでの補正後の階調値に応じた表示色を表示
しｎが３以上の整数である表示装置について、前記第１から第ｎまでの補正後の階調値が
それぞれ前記表示装置に白色を表示させる第１から第ｎまでの特定の階調値であり前記表
示色が白色である場合における、白色の色彩値の測定値を取得する工程と、
　b) 前記白色の色彩値の測定値と前記第１から第ｎまでの特定の階調値から導かれる白
色の色彩値の計算値との間のずれ量を演算する工程と、
　c) 前記第１から第ｎまでの補正後の階調値から表示色の色彩値の計算値を導き前記表
示色の色彩値の計算値が表示色の色彩値の測定値に近づくように前記ずれ量の反映が行わ
れた計算式の作成を行う工程と、
　d) 前記計算式において前記表示色の色彩値の計算値が目標の白色の色彩値である場合
に前記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれとる第１から第ｎまでのホワイトバ
ランス調整後の階調値を演算する工程と、
　e) 前記第１から第ｎまでの補正前の階調値がそれぞれ前記第１から第ｎまでの特定の
階調値である場合に前記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれ前記第１から第ｎ
までのホワイトバランス調整後の階調値になるように前記ホワイトバランス補正の内容を
調整する工程と、
を備え、
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　前記工程b)において、前記白色の色彩値の計算値は、前記第１から第ｎまでの特定の階
調値、前記表示色が赤色である場合における赤色の色彩値の測定値、前記表示色が緑色で
ある場合における緑色の色彩値の測定値、および前記表示色が青色である場合における青
色の色彩値の測定値から導かれるホワイトバランス調整方法。
【請求項２】
　前記ずれ量は、前記第１から第ｎまでの特定の階調値の全部の寄与を含み、
　前記計算式は、前記表示色の色彩値の計算値への前記第１から第ｎまでの補正後の階調
値の寄与の程度をそれぞれ示す第１から第ｎまでの係数を含み、
　前記反映は、前記ずれ量を前記ずれ量への前記第１から第ｎまでの特定の階調値の寄与
率にそれぞれ応じる第１から第ｎまでの補正量に按分し、前記第１から第ｎまでの補正量
をそれぞれ前記第１から第ｎまでの係数に含まれる因子にすることにより行われる
請求項１のホワイトバランス調整方法。
【請求項３】
　前記作成は、工程e)が実行された後における白色の色彩値の測定値と前記第１から第ｎ
までの特定の階調値から導かれる白色の色彩値の計算値との間の予測ずれ量を予測し、前
記予測ずれ量が小さくなるように行われる
請求項１または２のホワイトバランス調整方法。
【請求項４】
　a) 第１から第ｎまでの補正前の階調値から第１から第ｎまでの補正後の階調値へのホ
ワイトバランス補正を行い前記第１から第ｎまでの補正後の階調値に応じた表示色を表示
しｎが３以上の整数である表示装置を準備する工程と、
　b) 前記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれ前記表示装置に白色を表示させ
る第１から第ｎまでの特定の階調値であり前記表示色が白色である場合における、白色の
色彩値の測定値を取得する工程と、
　c) 前記白色の色彩値の測定値と前記第１から第ｎまでの特定の階調値から導かれる白
色の色彩値の計算値との間のずれ量を演算する工程と、
　d) 前記第１から第ｎまでの補正後の階調値から表示色の色彩値の計算値を導き前記表
示色の色彩値の計算値が表示色の色彩値の測定値に近づくように前記ずれ量の反映が行わ
れた計算式の作成を行う工程と、
　e) 前記計算式において前記表示色の色彩値の計算値が目標の白色の色彩値である場合
に前記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれとる第１から第ｎまでのホワイトバ
ランス調整後の階調値を演算する工程と、
　f) 前記第１から第ｎまでの補正前の階調値がそれぞれ前記第１から第ｎまでの特定の
階調値である場合に前記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれ前記第１から第ｎ
までのホワイトバランス調整後の階調値になるように前記ホワイトバランス補正の内容を
調整する工程と、
を備え、
　前記工程c)において、前記白色の色彩値の計算値は、前記第１から第ｎまでの特定の階
調値、前記表示色が赤色である場合における赤色の色彩値の測定値、前記表示色が緑色で
ある場合における緑色の色彩値の測定値、および前記表示色が青色である場合における青
色の色彩値の測定値から導かれるホワイトバランス調整が行われた表示装置を製造する方
法。
【請求項５】
　第１から第ｎまでの補正前の階調値から第１から第ｎまでの補正後の階調値へのホワイ
トバランス補正を行い前記第１から第ｎまでの補正後の階調値に応じた表示色を表示しｎ
が３以上の整数である表示装置について、前記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれ
ぞれ前記表示装置に白色を表示させる第１から第ｎまでの特定の階調値であり前記表示色
が白色である場合における、白色の色彩値の測定値を取得する白色測定値取得部と、
　前記白色の色彩値の測定値と前記第１から第ｎまでの特定の階調値から導かれる白色の
色彩値の計算値との間のずれ量を演算するずれ量演算部と、
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　前記第１から第ｎまでの補正後の階調値から表示色の色彩値の計算値を導き前記表示色
の色彩値の計算値が表示色の色彩値の測定値に近づくように前記ずれ量の反映が行われた
計算式の作成を行う計算式作成部と、
　前記計算式において前記表示色の色彩値の計算値が目標の白色の色彩値である場合に前
記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれとる第１から第ｎまでのホワイトバラン
ス調整後の階調値を演算する階調値演算部と、
　前記第１から第ｎまでの補正前の階調値がそれぞれ前記第１から第ｎまでの特定の階調
値である場合に前記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれ前記第１から第ｎまで
のホワイトバランス調整後の階調値になるように前記ホワイトバランス補正の内容を調整
するホワイトバランス調整部と、
を備え、
　前記ずれ量演算部は、前記第１から第ｎまでの特定の階調値、前記表示色が赤色である
場合における赤色の色彩値の測定値、前記表示色が緑色である場合における緑色の色彩値
の測定値、および前記表示色が青色である場合における青色の色彩値の測定値から前記白
色の色彩値の計算値を導くホワイトバランス調整装置。
【請求項６】
　第１から第ｎまでの補正前の階調値から第１から第ｎまでの補正後の階調値へのホワイ
トバランス補正を行い前記第１から第ｎまでの補正後の階調値に応じた表示色を表示しｎ
が３以上の整数である表示機構と、
　前記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれ前記表示機構に白色を表示させる第
１から第ｎまでの特定の階調値であり前記表示色が白色である場合における、白色の色彩
値の測定値を取得する白色測定値取得部と、
　前記白色の色彩値の測定値と前記第１から第ｎまでの特定の階調値から導かれる白色の
色彩値の計算値との間のずれ量を演算するずれ量演算部と、
　前記第１から第ｎまでの補正後の階調値から表示色の色彩値の計算値を導き前記表示色
の色彩値の計算値が表示色の色彩値の測定値に近づくように前記ずれ量の反映が行われた
計算式の作成を行う計算式作成部と、
　前記計算式において前記表示色の色彩値の計算値が目標の白色の色彩値である場合に前
記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれとる第１から第ｎまでのホワイトバラン
ス調整後の階調値を演算する階調値演算部と、
　前記第１から第ｎまでの補正前の階調値がそれぞれ前記第１から第ｎまでの特定の階調
値である場合に前記第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれ前記第１から第ｎまで
のホワイトバランス調整後の階調値になるように前記ホワイトバランス補正の内容を調整
するホワイトバランス調整部と、
を備え、
　前記ずれ量演算部は、前記第１から第ｎまでの特定の階調値、前記表示色が赤色である
場合における赤色の色彩値の測定値、前記表示色が緑色である場合における緑色の色彩値
の測定値、および前記表示色が青色である場合における青色の色彩値の測定値から前記白
色の色彩値の計算値を導く表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホワイトバランス調整方法、ホワイトバランス調整が行われた表示装置を製
造する方法、ホワイトバランス調整装置および表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、三原色である赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の光を放射し
、放射したＲ，ＧおよびＢの光を混合することにより、表示される色の光を生成する。こ
のため、液晶表示装置は、Ｒ，ＧおよびＢを混合する加法混色により表示される色を生成
する。表示される色は、放射されるＲ，ＧおよびＢの光の強度を調整することにより調整
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される。したがって、液晶表示装置においては、放射されるＲ，ＧおよびＢの光の強度を
様々に調整することにより様々な色が表示される。
【０００３】
　液晶表示装置は、白色（Ｗ）を表示する場合は、基本的には、Ｒ，ＧおよびＢの全部の
色の光の強度を最大にする。しかし、液晶表示装置の特性によっては、Ｒ，ＧおよびＢの
全部の色の光の強度が最大の強度にされた場合に所望の色度を有するＷが表示されない場
合がある。このため、Ｒ，ＧおよびＢから選択された色の光の強度を最大の強度より小さ
な強度にすることにより表示されるＷの色度を補正するホワイトバランス（ＷＢ）補正が
広く行われる。
【０００４】
　ＷＢ補正が行われた場合には、表示されるＷの輝度が低下する。このため、ＷＢ補正が
行われる場合には、表示されるＷの輝度の低下を抑制するために、Ｒ，ＧおよびＢから選
択された１個または２個の色の光の強度が最大の強度にされ、所望の色度を有するＷが表
示されるように残余の色の光の強度が決定される。
【０００５】
　例えば、特許文献１に記載された技術においては、目標とする白色色度xwおよびywが得
られるようにＲ，ＧおよびＢのそれぞれの強度値ＩＲ，ＩＧおよびＩＢから選択された強
度値が小さくされ、輝度低下の低下分を少なくするために強度値ＩＲ，ＩＧおよびＩＢの
いずれかが最大にされる（特許文献１の段落００１８から００２９まで）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－１３３６０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来のＷＢ調整においては、加法混色が成立することを前提としてＷＢ調整のための計
算が行われる。例えば、特許文献１に記載された技術においては、加法混色が成立するこ
とを前提とする数式(4)を用いてＷＢ調整のための計算が行われる（特許文献１の段落０
０２７）。
【０００８】
　しかし、液晶表示装置の特性によっては、加法混色が成立しない場合がある。このため
、液晶表示装置の特性によっては、Ｒ，ＧおよびＢの光の強度から計算されるＷの色度が
液晶表示装置に実際に表示されるＷの色度からずれ、ＷＢ調整が行われたにもかかわらず
所望の色度を有するＷが表示されない場合がある。この場合には、所望の色度を有するＷ
が表示されるようになるまで色彩値の測定を繰り返さなければならない、計算結果が収束
せずＷＢ調整を適切に行うことができない、Ｒ，ＧおよびＢのいずれかの光の強度が最大
の強度より大きくなる計算エラーが発生しＷＢ調整を適切に行うことができない等の問題
が生じる。この問題は、液晶表示装置以外の表示装置においても生じ、Ｒ，ＧおよびＢ以
外の原色が採用される場合においても生じる。
【０００９】
　本発明は、この問題を解決することを目的とする。本発明が解決しようとする課題は、
加法混色が成立しない場合においても色彩値の測定の繰り返しが抑制されＷＢ調整が適切
に行われるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、ホワイトバランス（ＷＢ）調整方法、ＷＢ調整が行われた表示装置を製造す
る方法、ＷＢ調整装置および表示装置に向けられる。
【００１１】
　本発明においては、第１から第ｎまでの補正前の階調値から第１から第ｎまでの補正後
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の階調値へのＷＢ補正を行い第１から第ｎまでの補正後の階調値に応じた表示色を表示し
ｎが３以上の整数である表示装置のＷＢ調整が行われる。
【００１２】
　第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれ表示装置に白色を表示させる第１から第
ｎまでの特定の階調値であり表示色が白色である場合における、白色の色彩値の測定値が
取得される。
【００１３】
　白色の色彩値の測定値と第１から第ｎまでの特定の階調値から導かれる白色の色彩値の
計算値との間のずれ量が演算される。
【００１４】
　第１から第ｎまでの補正後の階調値から表示色の色彩値の計算値を導き表示色の色彩値
の計算値が表示色の色彩値の測定値に近づくようにずれ量が反映された計算式が作成され
る。
【００１５】
　計算式において表示色の色彩値の計算値が目標の白色の色彩値である場合に第１から第
ｎまでの補正後の階調値がそれぞれとる第１から第ｎまでのホワイトバランス調整後の階
調値が演算される。
【００１６】
　第１から第ｎまでの補正前の階調値がそれぞれ第１から第ｎまでの特定の階調値である
場合に第１から第ｎまでの補正後の階調値がそれぞれ第１から第ｎまでのホワイトバラン
ス調整後の階調値になるようにＷＢ補正の内容が調整される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、加法混色が成立しない場合においても、第１から第ｎまでの補正後の
階調値から表示装置に表示される表示色の色彩値を適切に導く計算式が得られるので、色
彩値の測定の繰り返しが抑制され、ＷＢ調整が適切に行われる。
【００１８】
　この発明の目的、特徴、局面、および利点は、以下の詳細な説明と添付図面とによって
、より明白となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施の形態１，２および３の液晶表示装置ならびに実施の形態１，２および３の
液晶表示装置のホワイトバランス（ＷＢ）調整に用いられる測定器を図示するブロック図
である。
【図２】実施の形態１，２および３の液晶表示装置に備えられるＷＢ補正部において行わ
れる階調変換の例を図示する図である。
【図３】実施の形態１，２および３の液晶表示装置に備えられるＷＢ調整装置を図示する
ブロック図である。
【図４】実施の形態１，２および３のＷＢ調整において用いられる情報を図示する図であ
る。
【図５】実施の形態１，２および３のＷＢ調整において用いられる情報を図示する図であ
る。
【図６】実施の形態１，２および３のＷＢ調整の手順を図示するフローチャートである。
【図７】実施の形態１，２および３のＷＢ調整において用いられるＲＧＢ色空間を図示す
る図である。
【図８】従来のＷＢ調整における色度の関係を図示する図である。
【図９】実施の形態１および２のＷＢ調整における色度の関係を図示する図である。
【図１０】実施の形態３のＷＢ調整において用いられる情報を図示する図である。
【図１１】実施の形態４の液晶表示装置ならびに実施の形態４の液晶表示装置のＷＢ調整
に用いられる測定器およびＷＢ調整装置を図示するブロック図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２０】
　１　実施の形態１
　１．１　序
　実施の形態１は、液晶表示装置に関する。
【００２１】
　１．２　液晶表示装置
　図１は、実施の形態１の液晶表示装置および実施の形態１の液晶表示装置のホワイトバ
ランス（ＷＢ）調整に用いられる測定器を図示するブロック図である。
【００２２】
　図１に図示される液晶表示装置１０００は、表示機構１０２０およびＷＢ調整装置１０
２１を備える。
【００２３】
　実施の形態１においては、ＷＢ調整が行われていない液晶表示装置１０００が準備され
、準備された液晶表示装置１０００のＷＢ調整が行われる。これにより、ＷＢ調整が行わ
れた液晶表示装置１０００が製造される。液晶表示装置１０００のＷＢ調整は、ＷＢ調整
装置１０２１により表示機構１０２０のＷＢ調整を行うことにより行われる。
【００２４】
　ＷＢ調整装置１０２１が液晶表示装置１０００以外の表示装置に内蔵されてもよい。例
えば、ＷＢ調整装置１０２１が有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）表示装置、微小電
気機械システム（ＭＥＭＳ）表示装置等に内蔵されてもよい。
【００２５】
　１．３　表示機構
　表示機構１０２０は、図１に図示されるように、入力コネクタ１０４０、タイミングコ
ントローラ１０４１、ゲートドライバ集積回路（ＩＣ）１０４２、ソースドライバＩＣ１
０４３および液晶パネル１０４４を備える。タイミングコントローラ１０４１は、信号処
理部１０６０を備える。信号処理部１０６０は、ＷＢ補正部１０８０を備える。液晶パネ
ル１０４４は、複数の画素１１００を備える。表示機構１０２０がこれらの構成物以外の
構成物を備えてもよい。
【００２６】
　入力信号１１２０は、画像データを含む信号を含む。画像データは、複数の画素１１０
０の各々である各画素１１４０について、階調値(ri,gi,bi)を含む。階調値（ri,gi,bi)
は、３個の原色である赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の混色量をそれぞれ示す
。階調値（ri,gi,bi)が、Ｒ，ＧおよびＢ以外の３個以上の原色の混色量をそれぞれ示す
３個以上の階調値に置き換えられてもよい。
【００２７】
　入力信号１１２０は、デジタル電気信号であり、有線伝送され、入力コネクタ１０４０
に入力され、入力コネクタ１０４０を経由してタイミングコントローラ１０４１に入力さ
れる。入力信号１１２０が無線伝送される入力信号に置き換えられてもよく、入力コネク
タ１０４０が無線伝送される入力信号を受信する受信機に置き換えられてもよい。入力信
号１１２０がアナログ電気信号である入力信号に置き換えられてもよく、液晶表示装置１
０００がアナログ電気信号である入力信号をデジタル電気信号へ変換することにより階調
値(ri,gi,bi)を得るＡ／Ｄ変換器を備えてもよい。
【００２８】
　信号処理部１０６０は、各画素１１４０を駆動するタイミングを制御するために用いら
れる信号１１６０を出力する。出力された信号１１６０は、ゲートドライバＩＣ１０４２
に入力される。また、信号処理部１０６０は、入力された画像データを含む信号を処理し
、各画素１１４０に表示させる色を制御するために用いられる信号１１６１を出力する。
出力された信号１１６１は、ソースドライバＩＣ１０４３に入力される。
【００２９】
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　ＷＢ補正部１０８０は、信号１１６１が生成される場合に、補正前の階調値（ri,gi,bi
）から補正後の階調値(r,g,b)へのＷＢ補正を行う。補正後の階調値（r,g,b)は、３個の
原色であるＲ，ＧおよびＢの混色量をそれぞれ示す。階調値（r,g,b)が、Ｒ，ＧおよびＢ
以外の３個以上の原色の混色量をそれぞれ示す３個以上の階調値に置き換えられてもよい
。
【００３０】
　ゲートドライバＩＣ１０４２は、信号１１６０に基づいて、各画素１１４０に備えられ
る薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のＯＮ／ＯＦＦを制御するＯＮ／ＯＦＦ信号をＴＦＴゲー
トに出力する。
【００３１】
　ソースドライバＩＣ１０４３は、信号１１６１に基づいて、各画素１１４０に表示され
る表示色を制御する色信号をＴＦＴソースに出力する。色信号は、階調値(r,g,b)を反映
する。
【００３２】
　ゲートドライバＩＣ１０４２およびソースドライバＩＣ１０４３は、階調値(r,g,b)に
応じた表示色を各画素１１４０に表示させる駆動回路１１８０を構成する。駆動回路１１
８０が、駆動回路１１８０が有する構成とは異なる構成を有する駆動回路に置き換えられ
てもよい。
【００３３】
　階調値(r,g,b)に応じた表示色が各画素１１４０に表示されることにより、液晶パネル
１０４４には画像が表示される。
【００３４】
　１．４　階調変換
　図２は、実施の形態１の液晶表示装置に備えられるＷＢ補正部において行われる階調変
換の例を図示する図である。
【００３５】
　図２に図示される１次元ルックアップテーブル１２００は、ＷＢ補正が行われる場合に
階調変換前の階調値から階調変換後の階調値への階調変換が行われるときの階調変換特性
を定義し、１，・・・，１５９，１６０，１６１，・・・，２５５という２５６個の入力
階調値１２２０を備え、２５６個の入力階調値１２２０にそれぞれ対応する１，・・・，
１６４，１６９，１７２，・・・，２５５という２５６個の出力階調値１２２１を備える
。２５６個の入力階調値１２２０の各々は、８ビットのビット列で表現される。２５６個
の出力階調値１２２１の各々は、８ビットのビット列で表現される。２５６個の入力階調
値１２２０が、各々が７ビット以下または９ビット以上のビット列で表現される複数の入
力階調値に置き換えられてもよい。２５６個の出力階調値１２２１が、各々が７ビット以
下または９ビット以上のビット列で表現される複数の出力階調値に置き換えられてもよい
。
【００３６】
　１次元ルックアップテーブル１２００にしたがって階調変換が行われる場合は、階調変
換前の階調値に一致する入力階調値が２５６個の入力階調値１２２０から選択され、選択
された入力階調値に対応する出力階調値が階調変換後の階調値にされる。これにより、階
調変換前の階調値が階調変換後の階調値に変換される。例えば、階調変換前の階調値が１
５９，１６０または１６１である場合は、階調変換後の階調値はそれぞれ１６４，１６９
または１７２になる。
【００３７】
　１．５　ＷＢ調整装置
　図３は、実施の形態１の液晶表示装置に備えられるＷＢ調整装置を図示するブロック図
である。図４および図５は、実施の形態１のＷＢ調整において用いられる情報を図示する
図である。
【００３８】
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　以下の説明においては、階調値(r,g,b)が、階調値(r,g,b)の各々の最大階調値が１とな
り階調値(r,g,b)の各々の最小階調値が０となるように正規化された相対値であるとする
。
【００３９】
　ＷＢ調整装置１０２１は、液晶表示装置１０００に内蔵されたＷＢ補正部１０８０が行
うＷＢ補正の内容を調整するＷＢ調整を行う。ＷＢ調整装置１０２１は、図３に図示され
るように、原色測定値取得部１３００、黒色測定値取得部１３０１、白色測定値取得部１
３０２、ずれ量演算部１３０３、計算式作成部１３０４、階調値演算部１３０５およびＷ
Ｂ調整部１３０６を備える。
【００４０】
　原色測定値取得部１３００、黒色測定値取得部１３０１、白色測定値取得部１３０２、
ずれ量演算部１３０３、計算式作成部１３０４、階調値演算部１３０５およびＷＢ調整部
１３０６は、コンピューターにプログラムを実行させることにより実現される。原色測定
値取得部１３００、黒色測定値取得部１３０１、白色測定値取得部１３０２、ずれ量演算
部１３０３、計算式作成部１３０４、階調値演算部１３０５およびＷＢ調整部１３０６の
少なくとも一部がプログラムを実行しないハードウェアにより実現されることも許される
。
【００４１】
　原色測定値取得部１３００は、図４に図示される、液晶表示装置１０００に単色表示さ
れたＲの三刺激値の測定値１４００、液晶表示装置１０００に単色表示されたＧの三刺激
値の測定値１４０１および液晶表示装置１０００に単色表示されたＢの三刺激値の測定値
１４０２を図１に図示される測定器１００１から取得する。
【００４２】
　黒色測定値取得部１３０１は、図４に図示される、液晶表示装置１０００に表示された
黒色（Ｋ）の三刺激値の測定値１４０３を測定器１００１から取得する。
【００４３】
　白色測定値取得部１３０２は、図４に図示される、液晶表示装置１０００に表示された
白色（Ｗ）の三刺激値の測定値１４０４を測定器１００１から取得する。
【００４４】
　ずれ量演算部１３０３は、取得されたＲの三刺激値の測定値１４００、Ｇの三刺激値の
測定値１４０１、Ｂの三刺激値の測定値１４０２およびＫの三刺激値の測定値１４０３か
ら、図４に図示される、階調値(r,g,b)から表示色の三刺激値の計算値を導く計算式１４
０５を作成する。
【００４５】
　また、ずれ量演算部１３０３は、生成した計算式１４０５および液晶表示装置１０００
にＷを表示させる特定の階調値１４０６から、図４に図示される、Ｗの三刺激値の計算値
１４０７を演算する。
【００４６】
　さらに、ずれ量演算部１３０３は、図４に図示される、取得したＷの三刺激値の測定値
１４０４と演算したＷの三刺激値の計算値１４０７との間のずれ量１４０８を演算する。
【００４７】
　計算式作成部１３０４は、演算されたずれ量１４０８から、図４に図示される補正量１
４０９を演算する。
【００４８】
　また、計算式作成部１３０４は、演算した補正量１４０９から、図５に図示される、階
調値(r,g,b)から表示色の三刺激値の計算値を導く計算式１４１０を作成する。計算式１
４１０は、作成された計算式１４０５を、演算した補正量１４０９により補正することに
より作成される。補正量１４０９は、表示色の三刺激値の計算値が表示色の三刺激値の測
定値に近づくように演算される。補正は、ずれ量が計算式１４１０に反映されるように行
われる。
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【００４９】
　階調値演算部１３０５は、作成された計算式１４１０において表示色の三刺激値の計算
値が目標のＷの三刺激値である場合に階調値(r,g,b)がとるＷのＷＢ調整後の階調値１４
１２を演算する。
【００５０】
　ＷＢ調整部１３０６は、補正前の階調値(ri,gi,bi)がＷを表示させる特定の階調値１４
０６である場合に階調値(r,g,b)がＷのＷＢ調整後の階調値１４１２になるように、１次
元ルックアップテーブル１２００の更新等を行いＷＢ補正部１０８０が行うＷＢ補正の内
容を調整する。
【００５１】
　ＸＹＺ色空間における色彩値である三刺激値がＸＹＺ色空間以外の色空間における色彩
値に置き換えられてもよい。
【００５２】
　１．６　三刺激値の測定値の取得
　図６は、実施の形態１のＷＢ調整の手順を図示するフローチャートである。
【００５３】
　Ｒの三刺激値の測定値(Xr,Yr,Zr)（Ｒの三刺激値の測定値１４００）、Ｇの三刺激値の
測定値(Xg,Yg,Zg)（Ｇの三刺激値の測定値１４０１）およびＢの三刺激値の測定値(Xb,Yb
,Zb)（Ｂの三刺激値の測定値１４０２）の取得においては、Ｒ，ＧおよびＢの各々である
各原色について、測定器１００１が、各原色の階調値が最大階調値１であり各原色以外の
原色の階調値が最小階調値０であり液晶表示装置１０００が各原色を単色表示する場合に
おける各原色の三刺激値を測定する。また、原色測定値取得部１３００が、各原色の三刺
激値の測定値を取得する。
【００５４】
　これにより、原色測定値取得部１３００は、階調値(r,g,b)が(1,0,0)であり液晶表示装
置１０００がＲを単色表示する場合におけるＲの三刺激値の測定値(Xr,Yr,Zr)を取得する
。また、原色測定値取得部１３００は、階調値(r,g,b)が(0,1,0)であり液晶表示装置１０
００がＧを単色表示する場合におけるＧの三刺激値の測定値(Xg,Yg,Zg)を取得する。また
、原色測定値取得部１３００は、階調値(r,g,b)が(0,0,1)であり液晶表示装置１０００が
Ｂを単色表示する場合におけるＢの三刺激値の測定値(Xb,Yb,Zb)を取得する（工程Ｓ１０
１）。
【００５５】
　Ｋの三刺激値の測定値(Xk,Yk,Zk)（Ｋの三刺激値の測定値１４０３）の取得においては
、測定器１００１が、階調値(r,g,b)が(0,0,0)であり液晶表示装置１０００がＫを表示す
る場合におけるＫの三刺激値を測定する。また、黒色測定値取得部１３０１が、Ｋの三刺
激値の測定値(Xk,Yk,Zk)を取得する（工程Ｓ１０２）。Ｋの三刺激値の測定値(Xk,Yk,Zk)
が無視できるほど小さい場合は、工程Ｓ１０２の実行が省略され、以後の処理においてＫ
の三刺激値の測定値(Xk,Yk,Zk)が(0,0,0)であるとされる。
【００５６】
　Ｗの三刺激値の測定値(Yw*xwt,Yw*ywt,Yw*zwt)（Ｗの三刺激値の測定値１４０４）の取
得においては、測定器１００１が、階調値(r,g,b)が(1,1,1)であり液晶表示装置１０００
がＷを表示する場合におけるＷの三刺激値を測定する。また、白色測定値取得部１３０２
が、Ｗの三刺激値の測定値(Yw*xwt,Yw*ywt,Yw*zwt)を取得する（工程Ｓ１０３）。輝度値
Ywは、階調値(r,g,b)が(1,1,1)である場合のＷの輝度値である。正規化されたＷの三刺激
値の測定値(xwt,ywt,zwt)は、Ｗの三刺激値の測定値を輝度値Ywで正規化することにより
得られる。
【００５７】
　工程Ｓ１０１，Ｓ１０２およびＳ１０３の実行の順序が変更されてもよい。
【００５８】
　１．７　加法混色が成立する場合の関係式
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　式(1)の関係式は、加法混色が成立する場合の、Ｒの三刺激値の測定値(Xr,Yr,Zr)、Ｇ
の三刺激値の測定値(Xg,Yg,Zg)、Ｂの三刺激値の測定値(Xb,Yb,Zb)、Ｋの三刺激値の測定
値(Xk,Yk,Zk)、輝度値Yw、正規化されたＷの三刺激値の測定値(xwt,ywt,zwt)および階調
値(r,g,b)の関係を示す。
【００５９】
【数１】

【００６０】
　階調値(r,g,b)は、式(2)に示される定義域内において定義され、液晶表示装置１０００
がＷを表示する場合に式(3)に示される輝度最大条件を満たす。
【００６１】

【数２】

【００６２】
【数３】

【００６３】
　式(1)の左辺は、階調値(r,g,b)から表示色の三刺激値の計算値(Xr*r+Xg*g+Xb*b+Xk,Yr*
r+Yg*g+Yb*b+Yk,Zr*r+Zg*g+Zb*b+Zk)を導く計算式（計算式１４０５）である。式(1)の右
辺は、Ｗの三刺激値の測定値(Yw*xwt,Yw*ywt,Yw*zwt)（Ｗの三刺激値の測定値１４０４）
を示す。したがって、式(1)の関係式は、加法混色が成立する場合には、式(1)の左辺の計
算式により階調値(r,g,b)から導かれるＷの三刺激値の計算値がＷの三刺激値の測定値と
一致することを示す。しかし、液晶表示装置１０００においては、式(1)が成立しない場
合がある。
【００６４】
　１．８　計算式の作成およびずれ量の演算
　ずれ量演算部１３０３は、Ｒの三刺激値の測定値(Xr,Yr,Zr)、Ｇの三刺激値の測定値(X
g,Yg,Zg)、Ｂの三刺激値の測定値(Xb,Yb,Zb)およびＫの三刺激値の測定値(Xk,Yk,Zk)から
、式(1)の左辺の計算式を作成する（工程Ｓ１０４）。
【００６５】
　また、ずれ量演算部１３０３は、式(1)の左辺の計算式において階調値(r,g,b)がＷを表
示させる特定の階調値(1,1,1)（Ｗを表示させる特定の階調値１４０６）である場合に式(
1)の左辺の計算式により導かれる表示色の三刺激値の計算値(Xr*r+Xg*g+Xb*b+Xk,Yr*r+Yg
*g+Yb*b+Yk,Zr*r+Zg*g+Zb*b+Zk)がとる値であるＷの三刺激値の計算値(Xr+Xg+Xb,Yr+Yg+Y
b,Zr+Zg+Zb)（Ｗの三刺激値の計算値１４０７）を演算する。ここでは、Ｋの三刺激値の
測定値(Xk,Yk,Zk)が(0,0,0)とされている。
【００６６】
　さらに、ずれ量演算部１３０３は、式(4)に示される、Ｗの三刺激値のＸ成分の測定値Y
w*xwtと式(1)の左辺の計算式により特定の階調値(1,1,1)から導かれるＷの三刺激値のＸ
成分の計算値Xr+Xg+Xbとの間の差分であるずれ量のＸ成分ΔXallを演算する。また、ずれ
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量演算部１３０３は、式(5)に示される、Ｗの三刺激値のＹ成分の測定値Yw*ywtと式(1)の
左辺の計算式により特定の階調値(1,1,1)から導かれるＷの三刺激値のＹ成分の計算値Yr+
Yg+Ybとの間の差分であるずれ量のＹ成分ΔYallを演算する。また、ずれ量演算部１３０
３は、式(6)に示される、Ｗの三刺激値のＺ成分の測定値Yw*zwtと式(1)の左辺の計算式に
より特定の階調値(1,1,1)から導かれるＷの三刺激値のＺ成分の計算値Zr+Zg+Zbとの間の
差分であるずれ量のＺ成分ΔZallを演算する（工程Ｓ１０５）。
【００６７】
【数４】

【００６８】
【数５】

【００６９】
【数６】

【００７０】
　ずれ量(ΔXall,ΔYall,ΔZall)（ずれ量１４０８）は、液晶表示装置１０００の特性に
よる加法混色の不成立の程度を示す指標となっている。
【００７１】
　ずれ量(ΔXall,ΔYall,ΔZall)は、基本的には階調値(r,g,b)が(1,1,1)である場合にお
ける指標である。しかし、１回目のＷＢ調整に続いて２回目のＷＢ調整が行われる場合等
においては、階調値(r,g,b)が(1,1,1)以外の特定の階調値であるときにおける指標である
こともある。
【００７２】
　１．９　補正量の演算および計算式の作成
　計算式作成部１３０４は、階調値(r,g,b)=(1,1,1)の全部の寄与を含むずれ量のＸ成分
ΔXallを、ずれ量のＸ成分ΔXallへの階調値(r,g,b)=(1,1,1)の寄与率にそれぞれ応じる
Ｘ成分補正量(ΔXr,ΔXg,ΔXb)に案分する。Ｘ成分補正量(ΔXr,ΔXg,ΔXb)は、それぞれ
式(7),(8)および(9)で表される。
【００７３】
【数７】

【００７４】
【数８】

【００７５】
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【００７６】
　また、計算式作成部１３０４は、階調値(r,g,b)=(1,1,1)の全部の寄与を含むずれ量の
Ｙ成分ΔYallを、ずれ量のＹ成分ΔYallへの階調値(r,g,b)=(1,1,1)の寄与率にそれぞれ
応じるＹ成分補正量(ΔYr,ΔYg,ΔYb)に案分する。Ｙ成分補正量(ΔYr,ΔYg,ΔYb)は、そ
れぞれ式(10),(11)および(12)で表される。
【００７７】

【数１０】

【００７８】
【数１１】

【００７９】
【数１２】

【００８０】
　また、計算式作成部１３０４は、階調値(r,g,b)=(1,1,1)の全部の寄与を含むずれ量の
Ｚ成分ΔZallを、ずれ量のＺ成分ΔZallへの階調値(r,g,b)=(1,1,1)の寄与率にそれぞれ
応じるＺ成分補正量(ΔZr,ΔZg,ΔZb)に案分する（工程Ｓ１０６）。Ｚ成分補正量(ΔZr,
ΔZg,ΔZb)は、それぞれ式(13),(14)および(15)で表される。
【００８１】
【数１３】

【００８２】
【数１４】

【００８３】
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【数１５】

【００８４】
　さらに、計算式作成部１３０４は、オフセットを示す補正量(ΔXr,ΔXg,ΔXb,ΔYr,ΔY
g,ΔYb,ΔZr,ΔZg,ΔZb)（補正量１４０９）を用いて式(1)の左辺の計算式を補正するこ
とにより、式(16)の左辺の計算式（計算式１４１０）を作成する（工程Ｓ１０７）。
【００８５】

【数１６】

【００８６】
　補正においては、式(1)の左辺の計算式に含まれる補正前のＸ成分係数(Xr,Xg,Xb)にそ
れぞれＸ成分補正量(ΔXr,ΔXg,ΔXb)が加えられ、式(16)の左辺の計算式に含まれる補正
後のＸ成分係数(Xr+ΔXr,Xg+ΔXg,Xb+ΔXb)が得られる。また、式(1)の左辺の計算式に含
まれる補正前のＹ成分係数(Yr,Yg,Yb)にそれぞれＹ成分補正量(ΔYr,ΔYg,ΔYb)が加えら
れ、式(16)の左辺の計算式に含まれる補正後のＹ成分係数(Yr+ΔYr,Yg+ΔYg,Yb+ΔYb)が
得られる。また、式(1)の左辺の計算式に含まれる補正前のＺ成分係数(Zr,Zg,Zb)にそれ
ぞれＺ成分補正量(ΔZr,ΔZg,ΔZb)が加えられ、式(16)の左辺の計算式に含まれる補正後
のＺ成分係数(Zr+ΔZr,Zg+ΔZg,Zb+ΔZb)が得られる。
【００８７】
　補正後のＸ成分係数(Xr+ΔXr,Xg+ΔXg,Xb+ΔXb)は、表示色の三刺激値のＸ成分の計算
値への階調値(r,g,b)の寄与の程度をそれぞれ示す。Ｘ成分補正量(ΔXr,ΔXg,ΔXb)は、
補正後のＸ成分係数(Xr+ΔXr,Xg+ΔXg,Xb+ΔXb)にそれぞれ含まれ、補正前のＸ成分係数(
Xr,Xg,Xb)にそれぞれ加えられる因子にされている。補正後のＹ成分係数(Yr+ΔYr,Yg+ΔY
g,Yb+ΔYb)は、表示色の三刺激値のＹ成分の計算値への階調値(r,g,b)の寄与の程度をそ
れぞれ示す。Ｙ成分補正量(ΔYr,ΔYgΔYb)は、補正後のＹ成分係数(Yr+ΔYr,Yg+ΔYg,Yb
+ΔYb)にそれぞれ含まれ、補正前のＹ成分係数(Yr,Yg,Yb)にそれぞれ加えられる因子にさ
れている。Ｚ成分係数(Zr+ΔZr,Zg+ΔZg,Zb+ΔZb)は、表示色の三刺激値のＺ成分の計算
値への階調値(r,g,b)の寄与の程度をそれぞれ示す。Ｚ成分補正量(ΔZr,ΔZgΔZb)は、補
正後のＺ成分係数(Zr+ΔZr,Zg+ΔZg,Zb+ΔZb)にそれぞれ含まれ、補正前のＺ成分係数(Zr
,Zg,Zb)にそれぞれ加えられる因子にされている。
【００８８】
　これにより、階調値(r,g,b)から表示色の三刺激値の計算値((Xr+ΔXr)*r+(Xg+ΔXg)*g+
(Xb+ΔXb)*b+Xk,(Yr+ΔYr)*r+(Yg+ΔYg)*g+(Yb+ΔYb)*b+Yk,(Zr+ΔZr)*r+(Zg+ΔZg)*g+(Z
b+ΔZb)*b+Zk)を導く式(16)の左辺の計算式に補正量(ΔXr,ΔXg,ΔXb,ΔYr,ΔYg,ΔYb,Δ
Zr,ΔZg,ΔZb)が反映され、式(16)の左辺の計算式にずれ量（ΔXall,ΔYall,ΔZall）が
反映され、式(16)の左辺の計算式により導かれる表示色の三刺激値の計算値が表示色の三
刺激値の測定値に近づけられる。
【００８９】
　１．１０　ＷのＷＢ調整後の階調値の演算
　階調値演算部１３０５は、式(16)の左辺の計算式において表示色の三刺激値の計算値が
目標のＷの三刺激値（目標のＷの三刺激値１４１１）である場合に階調値(r,g,b)がとる
値であるＷのＷＢ調整後の階調値（ＷのＷＢ調整後の階調値１４１２）、すなわち、式(1
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6)の右辺のxwt,ywtおよびzwtが目標のＷの三刺激値を輝度値Ywで正規化した三刺激値に置
換された場合に階調値(r,g,b)がとる値であるＷのＷＢ調整後の階調値を演算する（工程
Ｓ１０８）。
【００９０】
　ＷのＷＢ調整後の階調値の演算においては、例えば以下の演算が行われる。
【００９１】
　まず、式(17)に示されるように係数Xr+ΔXr,Xg+ΔXg,Xb+ΔXb,Yr+ΔYr,Yg+ΔYg,Yb+ΔY
b,Zr+ΔZr,Zg+ΔZgおよびZb+ΔZbがXr',Xg',Xb',Yr',Yg',Yb',Zr',Zg'およびZb'にそれぞ
れ置き換えられ、式(16)が式(18)に変形される。
【００９２】
【数１７】

【００９３】
【数１８】

【００９４】
　また、階調値(r,g,b)の少なくともひとつが１にならなければならないため、階調値(r,
g,b)のいずれが１になるのかが特定される。
【００９５】
　図７は、実施の形態１のＷＢ調整において用いられるＲＧＢ色空間を図示する図である
。
【００９６】
　階調値(r,g,b)のいずれが１になるのかの特定においては、図７に図示されるＲＧＢ色
空間において、基準のＲの座標１５００、基準のＧの座標１５０１、基準のＢの座標１５
０２および目標のＷの座標１５０３から、ＷＢ調整前のＷの座標１５０４が存在する領域
が判定される。図７に図示されるＲＧＢ色空間においては、目標のＷの座標１５０３が原
点となっている。
【００９７】
　ＷＢ調整前のＷの座標１５０４は、式(19),(20)および(21)に示されるように、原点１
５０３から基準のＲの座標１５００へ向かうベクトル、原点１５０３から基準のＧの座標
１５０１へ向かうベクトルおよび原点１５０３から基準のＢの座標１５０２へ向かうベク
トルから選択される２個のベクトルの線形結合により表現される。
【００９８】

【数１９】

【００９９】
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【数２０】

【０１００】
【数２１】

【０１０１】
　式(19)においてp>0かつq>0である場合は、階調値bが1になる。式(20)においてp>0かつq
>0である場合は、階調値rが１になる。式(21)においてp>0かつq>0である場合は、階調値g
が1になる。階調値rが１になること、階調値gが1になることおよび階調値bが1になること
の各々は、行列演算により表現される。例えば、階調値bが1になることは、式(22)により
表現される。
【０１０２】
【数２２】

【０１０３】
　式(18)および(22)が組み合わされ、式(23)が作成される。
【０１０４】
【数２３】

【０１０５】
　式(23)は、式(24)に変形される。式(24)によれば、ＷのＷＢ調整後の階調値だけでなく
、輝度値Ywも演算される。
【０１０６】

【数２４】

【０１０７】
　ＷＢ調整後のＷの輝度値Yw'ならびに正規化されたＷのＷＢ調整後の三刺激値(Xwt',Ywt
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',Zwt')は、式(25)により特定される。
【０１０８】
【数２５】

【０１０９】
　１．１１　ＷＢ調整
　ＷＢ調整部１３０６は、補正前の階調値(ri,gi,bi)がＷを表示させる特定の階調値(r,g
,b)=(1,1,1)である場合に階調値(r,g,b)が上記のＷのＷＢ調整後の階調値になるようにＷ
Ｂ補正部１０８０が行うＷＢ補正の内容を調整する（工程Ｓ１０９）。
【０１１０】
　１．１２　従来のＷＢ調整と実施の形態１のＷＢ調整との対比
　図８は、従来のＷＢ調整における色度の関係を説明する図である。図９は、実施の形態
１のＷＢ調整における色度の関係を図示する図である。
【０１１１】
　従来のＷＢ調整においては、図８に図示されるように、計算されたＷの色度９６００が
実際のＷの色度９６０１から離れている。このため、計算されたＷの色度９６００を目標
のＷの色度９６０２にするＷＢ調整が行われた後においても、ＷＢ調整後のＷの色度９６
０３が目標のＷの色度９６０２から離れたままである。
【０１１２】
　これに対して、実施の形態１のＷＢ調整においては、図９に図示されるように、計算さ
れたＷの色度１６００を実際のＷの色度１６０１に近づける補正が行われる。このため、
計算されたＷの色度１６００を目標のＷの色度１６０２にするＷＢ調整が行われた後にお
いて、ＷＢ調整後のＷの色度１６０３が目標のＷの色度１６０２に近づく。
【０１１３】
　このような相違が生じるのは、実施の形態１のＷＢ調整においては、加法混色が成立し
ない場合においても、階調値(r,g,b)から液晶表示装置１０００に表示される表示色の三
刺激値を適切に導く計算式が得られるためである。そして、実施の形態１のＷＢ調整によ
れば、三刺激値の測定の繰り返しが抑制され、ＷＢ調整が適切に行われる。
【０１１４】
　２　実施の形態２
　実施の形態２は、実施の形態１の液晶表示装置を置き換える液晶表示装置に関する。
【０１１５】
　図１から図７まで及び図９は、実施の形態２の液晶表示装置についての説明にもなって
いる。
【０１１６】
　以下では、実施の形態１の液晶表示装置と実施の形態２の液晶表示装置との相違を専ら
説明する。
【０１１７】
　実施の形態１においては、ずれ量(ΔXall,ΔYall,ΔZall)は、基本的には階調値(r,g,b
)が(1,1,1)である場合における指標であるが、階調値(r,g,b)が(1,1,1)以外の特定の階調
値であるときにおける指標であってもよい。これは、ずれ量(ΔXall,ΔYall,ΔZall)と階
調値(r,g,b)との間の関係が線形であることを前提とする。すなわち、ずれ量(ΔXall,ΔY
all,ΔZall)の演算の基礎となる値(Xr,Yr,Zr,Xg,Yg,Zg,Xb,Yb,Zb,Yw,xwt,ywt,zwt)が階調
値(r,g,b)に依存しない固定値にされた場合であっても、階調値(r,g,b)が特定の階調値で
あるときのずれ量(ΔXall,ΔYall,ΔZall)が精度よく演算されることを前提とする。しか
し、液晶表示装置１０００の特性によっては、ずれ量(ΔXall,ΔYall,ΔZall)と階調値(r
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よっては、ずれ量(ΔXall,ΔYall,ΔZall)の演算の基礎となる値(Xr,Yr,Zr,Xg,Yg,Zg,Xb,
Yb,Zb,Yw,xwt,ywt,zwt)が階調値(r,g,b)に依存しない固定値にされた場合に、階調値(r,g
,b)が特定の階調値であるときのずれ量(ΔXall,ΔYall,ΔZall)が精度よく演算されない
場合がある。
【０１１８】
　これに対して、実施の形態２においては、階調値(r,g,b)に依存しない固定値である値(
Xr,Yr,Zr,Xg,Yg,Zg,Xb,Yb,Zb,Yw,xwt,ywt,zwt)に代えて、階調値rに依存する変動値であ
る(Xr(r),Yr(r),Zr(r),Xg(r),Yg(r),Zg(r),Xb(r),Yb(r),Zb(r),Yw(r),xwt(r),ywt(r),zwt
(r))が用いられ、式(4),(5)および(6)に代えて、式(26),(27)および(28)が用いられ、特
定の階調値のＲ成分がrである場合のずれ量(ΔXall(r),ΔYall(r),ΔZall(r))が演算され
る。
【０１１９】
　また、階調値(r,g,b)に依存しない固定値である値(Xr,Yr,Zr,Xg,Yg,Zg,Xb,Yb,Zb,Yw,xw
t,ywt,zwt)に代えて、階調値gに依存する変動値である(Xr(g),Yr(g),Zr(g),Xg(g),Yg(g),
Zg(g),Xb(g),Yb(g),Zb(g),Yw(g),xwt(g),ywt(g),zwt(g))が用いられ、式(4),(5)および(6
)に代えて、式(29),(30)および(31)が用いられ、特定の階調値のＧ成分がgである場合の
ずれ量(ΔXall(g),ΔYall(g),ΔZall(g))が演算される。
【０１２０】
　また、階調値(r,g,b)に依存しない固定値である値(Xr,Yr,Zr,Xg,Yg,Zg,Xb,Yb,Zb,Yw,xw
t,ywt,zwt)に代えて、階調値bに依存する変動値である(Xr(b),Yr(b),Zr(b),Xg(b),Yg(b),
Zg(b),Xb(b),Yb(b),Zb(b),Yw(b),xwt(b),ywt(b),zwt(b))が用いられ、式(4),(5)および(6
)に代えて、式(32),(33)および(34)が用いられ、特定の階調値のＢ成分がbである場合の
ずれ量(ΔXall(b),ΔYall(b),ΔZall(b))が演算される。
【０１２１】
【数２６】

【０１２２】
【数２７】

【０１２３】
【数２８】

【０１２４】
【数２９】

【０１２５】
【数３０】

【０１２６】
【数３１】

【０１２７】
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【数３２】

【０１２８】
【数３３】

【０１２９】
【数３４】

【０１３０】
　続いて、特定の階調値の全成分の寄与を含むずれ量のＸ成分ΔXall(r)に、特定の階調
値のＲ成分の寄与率が乗じられ、特定の階調値のＲ成分がrである場合のＸ成分補正量ΔX
r(r)が演算される。また、特定の階調値の全成分の寄与を含むずれ量のＸ成分ΔXall(g)
に、特定の階調値のＧ成分の寄与率が乗じられ、特定の階調値のＧ成分がgである場合の
Ｘ成分補正量ΔXg(g)が演算される。また、特定の階調値の全成分の寄与を含むずれ量の
Ｘ成分ΔXall(b)に、特定の階調値のＢ成分の寄与率が乗じられ、特定の階調値のＢ成分
がbである場合のＸ成分補正量ΔXb(b)が演算される。Ｘ成分補正量(ΔXr(r),ΔXg(g),ΔX
b(b))は、それぞれ式(35),(36)および(37)で表される。
【０１３１】

【数３５】

【０１３２】
【数３６】

【０１３３】
【数３７】

【０１３４】
　また、特定の階調値の全成分の寄与を含むずれ量のＹ成分ΔYall(r)に、特定の階調値
のＲ成分の寄与率が乗じられ、特定の階調値のＲ成分がrである場合のＹ成分補正量ΔYr(
r)が演算される。また、特定の階調値の全成分の寄与を含むずれ量のＹ成分ΔYall(g)に
、特定の階調値のＧ成分の寄与率が乗じられ、特定の階調値のＧ成分がgである場合のＹ
成分補正量ΔYg(g)が演算される。また、特定の階調値の全成分の寄与を含むずれ量のＹ
成分ΔYall(b)に、特定の階調値のＢ成分の寄与率が乗じられ、特定の階調値のＢ成分がb
である場合のＹ成分補正量ΔYb(b)が演算される。Ｙ成分補正量(ΔYr(r),ΔYg(g),ΔYb(b
))は、それぞれ式(38),(39)および(40)で表される。
【０１３５】

【数３８】

【０１３６】
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【数３９】

【０１３７】
【数４０】

【０１３８】
　また、特定の階調値の全成分の寄与を含むずれ量のＺ成分ΔZall(r)に、特定の階調値
のＲ成分の寄与率が乗じられ、特定の階調値のＲ成分がrである場合のＺ成分補正量ΔZr(
r)が演算される。また、特定の階調値の全成分の寄与を含むずれ量のＺ成分ΔZall(g)に
、特定の階調値のＧ成分の寄与率が乗じられ、特定の階調値のＧ成分がgである場合のＺ
成分補正量ΔZg(g)が演算される。また、特定の階調値の全成分の寄与を含むずれ量のＺ
成分ΔZall(b)に、特定の階調値のＢ成分の寄与率が乗じられ、特定の階調値のＢ成分がb
である場合のＺ成分補正量ΔZb(b)が演算される。Ｚ成分補正量(ΔZr(r),ΔZg(g),ΔZb(b
))は、それぞれ式(41),(42)および(43)で表される。
【０１３９】
【数４１】

【０１４０】
【数４２】

【０１４１】
【数４３】

【０１４２】
　続いて、オフセットを示す補正量(ΔXr(r),ΔXg(g),ΔXb(b),ΔYr(r),ΔYg(g),ΔYb(b)
,ΔZr(r),ΔZg(g),ΔZb(b))（補正量１４０９）を用いて式(1)の左辺の計算式が補正され
ることにより、式(44)の左辺の計算式が作成される。
【０１４３】

【数４４】

【０１４４】
　式(44)の左辺の計算式が作成された後は、実施の形態１と同様に、式(17)から(25)まで
により補正が行われる。
【０１４５】
　３　実施の形態３
　実施の形態３は、実施の形態１または２の液晶表示装置を置き換える液晶表示装置に関
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する。
【０１４６】
　図１から図７まで及び図９は、実施の形態３の液晶表示装置についての説明にもなって
いる。
【０１４７】
　以下では、実施の形態１または２の液晶表示装置と実施の形態３の液晶表示装置との相
違を専ら説明する。
【０１４８】
　図１０は、実施の形態３のＷＢ調整において用いられる情報を図示する図である。
【０１４９】
　実施の形態１のＷＢ調整においては、図４に図示されるように、ＷＢ調整が行われる前
におけるＷの三刺激値の測定値１４０４とＷの三刺激値の計算値１４０７との間のずれ量
１４０８から補正量１４０９が演算され、ＷＢ調整が行われた後におけるＷの三刺激値の
測定値とＷの三刺激値の計算値との間のずれ量が考慮されない。
【０１５０】
　これに対して、実施の形態３のＷＢ調整においては、図１０に図示されるように、ＷＢ
調整が行われる前におけるＷの三刺激値の測定値１４０４とＷの三刺激値の計算値１４０
７との間のずれ量１４０８から補正量１４０９が演算される際にＷＢ調整が行われた後に
おけるＷの三刺激値の測定値とＷの三刺激値の計算値との間の予測ずれ量１４１３が考慮
される。
【０１５１】
　より詳しくは、実施の形態３のＷＢ調整においては、関係式作成部１３２３が、ＷＢ調
整が行われた後におけるＷの三刺激値の測定値とＷの三刺激値の計算値との間の予測ずれ
量１４１３を予測し、予測した予測ずれ量１４１３が小さくなるように補正量１４０９を
演算する。これにより、実施の形態１のＷＢ調整においては、ＷＢ調整が行われた後にＷ
の三刺激値の計算値がＷの三刺激値の測定値からずれ、三刺激値の測定を再び行いＷＢ調
整を再び行う必要を生じる場合があるが、実施の形態３のＷＢ調整においては、ＷＢ調整
が行われた後にＷの三刺激値の計算値がＷの三刺激値の測定値からずれにくく、三刺激値
の測定を再び行いＷＢ調整を再び行う必要を生じにくい。
【０１５２】
　式(16)により演算されるＷＢ調整後の階調値においてはＷのＷＢ調整後の三刺激値の測
定値とＷの三刺激値の測定値との間のずれ量が考慮されないため、式(25)により演算され
る輝度値Yw'ならびに正規化された三刺激値(Xwt',Ywt',Zwt')は、ＷＢ調整が行われた後
の液晶表示装置１０００の特性を反映しない。そこで、式(26)により、ＷＢ調整が行われ
た後の液晶表示装置１０００の特性が反映された輝度値Yw''ならびに正規化された三刺激
値(Xwt'',Ywt'',Zwt'')が演算される。
【０１５３】
【数４５】

【０１５４】
　実施の形態３のＷＢ調整によれば、実施の形態１のＷＢ調整と同様に、加法混色が成立
しない場合においても、階調値(r,g,b)から液晶表示装置に表示される表示色の三刺激値
を適切に導く計算式が得られるので、三刺激値の測定の繰り返しが抑制され、ＷＢ調整が
適切に行われる。
【０１５５】
　加えて、実施の形態３のＷＢ調整によれば、ＷＢ調整が行われた後のＷの色度値が目標
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【０１５６】
　４　実施の形態４
　実施の形態４は、実施の形態１の液晶表示装置を置き換える液晶表示装置に関する。
【０１５７】
　図１１は、実施の形態４の液晶表示装置および実施の形態４の液晶表示装置のＷＢ調整
に用いられる測定器およびＷＢ調整装置を図示するブロック図である。
【０１５８】
　図１１に図示される液晶表示装置３０００は、表示機構３０２０を備える。
【０１５９】
　表示機構３０２０は、実施の形態１の液晶表示装置１０００に備えられる表示機構１０
２０と同様のものである。
【０１６０】
　測定器３００１およびＷＢ調整装置３０２１は、それぞれ実施の形態１の測定器１００
１およびＷＢ調整装置１０２１と同様のものである。ただし、実施の形態１においてはＷ
Ｂ調整装置１０２１が液晶表示装置１０００に内蔵されるが、実施の形態４においてはＷ
Ｂ調整装置３０２１が液晶表示装置３０００に内蔵されない。
【０１６１】
　このようにＷＢ調整装置３０２１が液晶表示装置３０００に内蔵されない場合において
も、ＷＢ調整装置１０２１が液晶表示装置１０００に内蔵される場合と同様に、測定器３
００１による三刺激値の測定の繰り返しが抑制され、ＷＢ調整が適切に行われる。
【０１６２】
　なお、本発明は、その発明の範囲内において、各実施の形態を自由に組み合わせたり、
各実施の形態を適宜、変形、省略することが可能である。
【０１６３】
　この発明は詳細に説明されたが、上記した説明は、すべての局面において、例示であっ
て、この発明がそれに限定されるものではない。例示されていない無数の変形例が、この
発明の範囲から外れることなく想定され得るものと解される。
【符号の説明】
【０１６４】
　１０００，３０００　液晶表示装置、１０２０，３０２０　表示機構、１０２１，３０
２１　ＷＢ調整装置、１０８０　ＷＢ補正部、１３００　原色測定値取得部、１３０１　
黒色測定値取得部、１３０２　白色測定値取得部、１３０３　ずれ量演算部、１３０４　
計算式作成部、１３０５　階調値演算部、１３０６　ＷＢ調整部。
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